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公
職
選
挙
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
員
の

年
賀
状
の
差
し
出
し
は
、

禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
紙
面
を
も
ち
ま
し

て
、
ご
あ
い
さ
つ
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に
輝
か

し
い
新
春
を
皆
様
と
共
に
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
、
町
議
会
を
代
表
し
、
謹
ん

で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
中
は
ひ
と
か
た
な

ら
ぬ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
未
曽
有
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
、
日
本
中
が
震
撼
し
ま
し
た

が
、
改
め
て
日
本
人
の
友
愛
の

情
・
気
概
に
感
銘
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
同
時
に
災
害
に

対
す
る
防
災
対
策
の
重
要
性
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、昨
年
の
国
内
情
勢
は
、

歴
史
的
円
高
、
ま
た
、
タ
イ
洪

水
の
影
響
に
よ
る
企
業
業
績
悪

化
に
よ
り
、
経
済
も
下
振
れ
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
野
田
政

権
が
新
た
に
誕
生
し
、
復
興
や

景
気
対
策
に
全
力
を
傾
注
し
て

い
ま
す
が
、
新
卒
者
の
就
職
内

定
率
も
な
お
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
更
な
る
対
策
を
切
望
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
ユ
ー
ロ

圏
の
不
安
定
化
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
行
方
も
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
景
気
低

迷
の
長
期
化
に
よ
る
町
税
減
収

は
大
き
く
、
町
経
済
に
及
ぼ
す

影
響
も
多
大
な
も
の
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
、「
下
仁
田
ジ

オ
パ
ー
ク
」
が
群
馬
県
で
第
一

号
の
認
定
を
受
け
、
更
に
「
荒

船
風
穴
」
が
絹
産
業
遺
産
関
連

に
認
定
さ
れ
る
幸
運
に
恵
ま

れ
、
来
町
者
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
商
店
に
よ
る
ジ
オ
に
ち
な

ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

や
提
案
等
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
好
機
を
前
途
の
光
明

と
捉
え
観
光
や
地
域
振
興
等
活

性
化
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
会
も
心
を
新
た
に
し
、
町

民
の
意
思
を
町
政
に
反
映
で

き
、
若
者
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
執

行
と
協
議
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、

皆
様
の
お
知
恵
を
拝
借
し
な
が

ら
、
積
極
的
に
取
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
一
層
の

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り

ま
し
て
よ
り
よ
い
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま

す
。

議
長　

千
野　

榮
治

９月の改選から
２常任委員会となりました。
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一般会計補正予算など可決
◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
７
３
万
４
千

円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
53
億

９
，
２
６
６
万
円
と
し
ま
し
た
。

 
全
会
一
致
で
可
決

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
万
７
千
円

を
追
加
し
、予
算
の
総
額
を
１
億
３
，

７
０
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

 

全
会
一
致
で
可
決

◆
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

「
地
方
税
法
改
正
に
伴
う
町
条
例
の

改
正
」

 

全
会
一
致
で
可
決

◆
社
会
体
育
館
等
の
設
置
及
び
管
理
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条

例

　

「
講
堂
の
取
り
壊
し
に
よ
る
改
正
」

 

全
会
一
致
で
可
決

◆
し
も
に
た
バ
ス
条
例
の
制
定

 

全
会
一
致
で
可
決

◆
町
道
路
線
の
廃
止

 

全
会
一
致
で
可
決

◆
町
道
路
線
の
認
定

 

全
会
一
致
で
可
決

　

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
７
日
か
ら
16
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
は
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
含
む
、
議
案
11
件
（
内
予
算
関

連
２
件
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
が
３
件
）、
陳
情
４
件
、
請
願
１
件
が
上
程
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た

１２月　
　定例会

◆
財
産
取
得
に
つ
い
て

「
統
合
に
向
け
ス
ク
ー
ル
バ
ス
２
台
購

入
」
金
額
２
，
８
１
９
万
７
，
２
２

０
円

◆
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
・
安

心
の
医
療
・
介
護
を
求
め
る
陳
情
書

 

全
会
一
致
で
採
択

◆
０
．
４
％
の
年
金
引
下
げ
を
も
と
に

戻
す
こ
と
を
求
め
る
陳
情

 

全
会
一
致
で
採
択

◆
年
金
受
給
資
格
期
間
の
10
年
へ
の
短

縮
を
求
め
る
陳
情

 

継
続
審
査

◆
群
馬
県
立
下
仁
田
高
校
の
存
続
に
つ

い
て
の
陳
情

 

全
会
一
致
で
採
択

◆
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
・
安

心
の
医
療
・
介
護
を
求
め
る
意
見
書

 

全
会
一
致
で
可
決

◆
０
．
４
％
の
年
金
引
下
げ
を
も
と
に

戻
す
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

 

全
会
一
致
で
可
決

◆
群
馬
県
立
下
仁
田
高
校
の
存
続
を
求

め
る
意
見
書

 

全
会
一
致
で
可
決

◆
群
馬
県
立
下
仁
田
高
校
の
存
続
に
つ

い
て
の
請
願

 

全
会
一
致
で
採
択

議

案

陳

情

請

願

意
見
書

内
閣
総
理
大
臣
等
へ
議
長
名
で
意

見
書
を
提
出
！

群
馬
県
知
事
等
へ
議
長
名
で
意
見

書
を
提
出
！

臨
時
議
会

11
月
４
日
開
催

◆
下
仁
田
町
60
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
固
定

系
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
請
負

契
約

 

全
会
一
致
で
可
決

 

11
月
28
日
開
催

◆
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

「
人
事
院
勧
告
に
伴
う
減
額
の

改
正
条
例
で
す
。」

 

全
会
一
致
で
可
決

下高存続を求める意見書下高存続を求める意見書
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総
務
常
任
委
員
会

社
会
経
済
常
任
委
員
会

予
算
決
算
特
別
委
員
会

　

12
月
９
日
、
本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
陳
情
１
件
を
審
査
し
、
経
過
及
び

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
し
た
。

◆
陳
情
第
４
号　

大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
求
め

る
陳
情

委
員
か
ら
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
確
立
の
面
か
ら
必
要
で
は
な
い
か
と

の
意
見
が
あ
り
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　
　

12
月
８
日
、
本
会
議
に
お
い
て
付

託
さ
れ
た
陳
情
３
件
と
請
願
１
件
に

つ
い
て
審
査
し
、
経
過
及
び
結
果
は

以
下
の
と
お
り
で
し
た
。

◆
陳
情
第
５
号　

０
・
４
％
の
年
金
引

き
下
げ
を
も
と
に
戻
す
こ
と
を
求
め

る
陳
情

　
　

委
員
か
ら
少
子
高
齢
化
で
、
保
険

料
を
納
め
る
人
が
少
な
く
な
り
、
受

給
者
が
増
え
て
い
く
中
で
年
金
財
政

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
の
で
趣
旨
採

択
と
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
年
金
受
給
者
の
生
活
が
成
り

立
つ
よ
う
な
年
金
額
が
必
要
で
あ
る

と
の
意
見
も
あ
り
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

◆
陳
情
第
６
号　

年
金
受
給
資
格
期
間

の
10
年
へ
の
短
縮
を
求
め
る
陳
情

　
　

委
員
か
ら
25
年
に
満
た
な
い
場
合

は
、
受
給
資
格
が
得
ら
れ
な
い
の
は

問
題
で
あ
る
が
、
年
金
制
度
を
考
え

れ
ば
現
行
年
数
で
も
致
し
方
な
い
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、
慎

重
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
継
続

審
査
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◆
陳
情
第
７
号　

群
馬
県
立
下
仁
田
高

等
学
校
の
存
続
に
つ
い
て
の
陳
情

　
　

委
員
か
ら
存
続
に
向
け
て
対
策
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
署
名
活
動
等
の

広
域
活
動
の
実
施
の
必
要
性
、
併
せ

　

本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
平

成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
及
び
平
成
23
年
度
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

を
審
査

　

慎
重
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ　

教
育
費
国
庫
補
助
金
、
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
に
つ
い
て

Ａ　

下
仁
田
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備

事
業
の
補
助
金
で
、
県
内
で
は
下

仁
田
町
だ
け
が
対
象
。
小
学
校
の

補
助
金
は
今
回
が
最
後
で
す
。

Ｑ　

行
政
区
運
営
の
２
１
０
万
円
の

て
普
通
科
だ
け
で
は
な
く
専
門
学
科

又
は
コ
ー
ス
を
検
討
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
下
仁
田

町
は
森
林
原
野
も
豊
富
、
町
有
林
を

生
か
し
た
森
林
学
科
、
ま
た
、
ジ
オ

パ
ー
ク
を
生
か
し
た
地
質
学
科
等
幅

広
く
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

り
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致

で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

◆
請
願
第
８
号　

群
馬
県
立
下
仁
田
高

等
学
校
の
存
続
に
つ
い
て
の
請
願

　
　

委
員
か
ら
陳
情
第
７
号
と
内
容
的

に
は
同
一
、
紹
介
議
員
に
は
責
任
が

あ
る
の
で
、
最
後
ま
で
尽
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
、
慎

重
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た

減
額
は

Ａ　

地
域
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
地
域

主
体
の
活
動
助
成
で
、
地
域
で
活

動
を
検
討
し
て
い
る
が
、
地
元
負

担
金
が
１
／
２
必
要
の
た
め
、
調

整
に
苦
慮
し
て
い
る
地
区
等
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
新
年
度
に
向

け
検
討
す
る
た
め
の
減
額
で
す
。

Ｑ　

学
校
管
理
費
１
７
５
万
円
は

Ａ　

小
学
校
の
教
材
の
移
動
費
で
す
。

史
料
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な

い
が
、
将
来
的
に
は
、
小
坂
小
の

校
舎
を
教
育
資
料
館
的
に
、
歴
史

的
資
料
の
保
存
、
展
示
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

ジ
オ
パ
ー
ク
運
営
に
つ
い
て

Ａ　

需
用
費
は
、
町
用
車
の
車
検
費

用
、
負
担
金
は
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

審
査
に
係
る
申
請
負
担
金
で
す
。

Ｑ　

地
域
子
育
て
創
生
事
業
補
助
金

の
内
容
は

Ａ　

全
額
補
助
に
よ
る
子
ど
も
手
当

シ
ス
テ
ム
改
修
費
補
助
99
万
７
千

円
で
す
。

Ｑ　

県
支
出
金
の
児
童
虐
待
防
止
対
策

緊
急
強
化
事
業
費
補
助
金
は
、
ハ
ー

ド
で
も
ソ
フ
ト
で
も
使
え
る
の
か

Ａ　

増
加
傾
向
に
あ
る
児
童
虐
待
に

対
し
て
早
期
発
見
、
安
全
確
認
と

見
守
り
態
勢
の
強
化
を
図
る
目
的

で
訪
問
車
両
と
保
護
者
や
関
係
者

へ
の
周
知
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

購
入
を
予
定
で
す
。

Ｑ　

農
林
水
産
業
費
県
補
助
金
の
減

額
内
容
は

Ａ　

県
の
巨
樹
巨
木
保
全
費
補
助
金
の

減
額
や
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交

付
金
が
、
制
度
変
更
に
よ
り
事
業
遂

行
が
不
可
能
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

Ｑ　

緑
化
対
策
事
業
費
を
減
額
し
た

が
目
的
が
達
成
で
き
た
の
か

Ａ　

県
の
補
助
金
が
減
額
だ
が
、
樹

木
医
の
指
導
助
言
で
必
要
な
業
務

は
盛
り
込
ん
だ
た
め
目
的
は
達
成

で
き
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

一
般
町
道
改
良
事
業
の
万
年
橋

の
内
容
は

Ａ　

橋
梁
点
検
の
結
果
、
車
両
は
通

行
止
め
、
歩
行
者
の
通
行
は
可
と

し
転
落
防
止
施
設
を
設
置
し
た
い
。

な
お
、
橋
の
補
修
を
予
算
要
望
し

「
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
」
に
伴
い
車

両
通
行
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
臨
時
議
会
が
12
月
20
日
開
催
さ
れ
た
。

　

議
案
４
件
が
上
程
さ
れ
、
全
て
原
案

ど
お
り
認
定
・
可
決
及
び
同
意
さ
れ
た
。

議　

案

◆
平
成
22
年
度
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
済
額
15
億
１
，
５
１
８
万
３
，

４
６
２
円
、
歳
出
済
額
14
億
９
，
３

１
５
万
２
，
９
０
４
円

執
行
率
98
・
５
％

 

全
会
一
致
で
認
定

◆
母
子
生
活
支
援
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

 

全
会
一
致
で
可
決

平
成
23
年
度
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
９
７
万
円

増
額
し
予
算
の
総
額
を
17
億
３
３
４

万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

 

全
会
一
致
で
可
決

◆
監
査
委
員
の
選
任

富
岡
市
富
岡
１
６
２
７
番
地
３

北
原
正
昭
氏
を
全
会
一
致
で
選
任

　

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会

（
環
境
衛
生
）
が
12
月
19
日
に
開
催
さ

れ
た
。

◆
補
正
予
算

　

国
庫
補
助
金
１
億
９
，
４
６
７
万
８

千
円
を
減
額
し
５
億
８
，
７
０
４
万

３
千
円
と
し
ま
し
た
。

 

全
会
一
致
で
可
決

　

内
容
は
、
ご
み
処
理
施
設
改
良
事
業

費
が
７
割
の
見
込
み
が
３
割
と
な
っ
た

為
の
減
額
で
、
減
額
分
は
24
年
度
に
回

り
、
全
体
事
業
費
の
変
更
は
な
い
と
の

こ
と
で
す
。

　

議
会
終
了
後
、
環
境
議
員
の
変
更
が

あ
っ
た
の
で
火
葬
場
の
改
修
工
事
の
状

況
、
最
終
処
分
場
及
び
し
尿
処
理
場
等

の
施
設
を
視
察
し
た
。

　

下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
組
合
議
会

（
病
院
議
会
）

第
１
回
臨
時
会

 

10
月
14
日
開
催

◆
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

千
野
榮
治
議
長
が
指
名
推
薦
で
当
選

◆
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

南
牧
村
議
会
議
長
石
井
輝
雄
氏
が
指

広

域

議

会

環

境

議

会

病

院

議

会

名
推
薦
で
当
選

◆
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

南
牧
議
会
議
員
石
井
武
男
氏
が
全
会

一
致
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
臨
時
会

 

11
月
25
日
開
催

◆
下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
組
合
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

「
人
事
院
勧
告
に
伴
う
減
額
の
改
正
条

例
で
す
。」

 

全
会
一
致
で
可
決

建設が進む新病棟建設が進む新病棟
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議
会
だ
よ
り

二
〇
一
二
年　

冬
号

（
第　

56　

号
）

発　

行
／
下
仁
田
町
議
会

責
任
者
／
議
長　

千
野　

榮
治

編　

集
／
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

☎
０
２
７
４-

82-

２
１
１
１　

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

編
集
室
か
ら

　

昨
年
、
東
日
本
で
発
生
の
未
曽
有

の
震
災
に
よ
り
、
多
く
の
生
命
や
財

産
が
奪
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
も

に
、
今
も
な
お
不
便
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
方
々
の
こ
と
を
思
う
と

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
か
ら

願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
た
な
年
を
迎
え
、
私
た

ち
議
員
は
心
新
た
に
、
安
心
・
安
全

な
町
政
を
め
ざ
す
所
存
で
お
り
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
が
４
月
か
ら
一

校
に
統
合
す
る
に
あ
た
り
、
子
供
た

ち
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
気
配
り

を
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
回
は
12
月
定
例
会
の
主
な
こ
と

に
つ
い
て
編
集
し
ま
し
た
。
皆
様
方

か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 

矢
嶋
榮
一

広
報
発
行
特
別
委
員
会

 

委

員

長　

矢
嶋
榮
一

 

副
委
員
長　

木
暮
弘
元

 

委　
　

員　

原　

秀
男

 

委　
　

員　

髙
瀬
政
信

 

委　
　

員　

佐
藤　

博

 

委　
　

員　

岡
田
武
二

　議会だより・会議録を

　　　ホームページでご覧下さい。

http://www.town.shimonita.gunma.jp/
問い合わせ先：電話82-2111（内線610番）

　

11
月
１
日
・
２
日
と
、
富
岡
市
、
下

仁
田
町
、
甘
楽
町
、
南
牧
村
の
４
議
会

で
、
和
紙
で
有
名
な
岐
阜
県
美
濃
市
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

美

濃

市

は
、
明

治

末

期

ま
で
、

「
上こ

う

ず

ち

有
知
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
慶

長
５
年
（
１
６
０
０
年
）
関
ヶ
原
合
戦
の

功
績
に
よ
り
徳
川
家
康
か
ら
こ
の
地
を
拝

領
し
た
金
森
長
近
は
、
長
良
川
河
畔
に
小

倉
城
を
築
城
、
現
在
も
残
る
町
割
り
の
完

成
は
慶
長
11
年
（
１
６
０
６
年
）
頃
と
み

ら
れ
ま
す
。
長
近
は
経
済
の
発
展
を
め
ざ

し
、
長
良
川
に
「
上こ

う
ず
ち
み
な
と

有
知
湊
」
を
開
き
ま

地
方
議
会
視
察
研
修
が

 

開
催
さ
れ
る

し
た
。
長
近
の
死
後
、
元
和
元
年
（
１
６

１
５
年
）
に
尾
張
藩
領
と
な
っ
た
後
も
、

こ
の
画
期
的
な
川
湊
は
船
運
に
よ

る
物
資
集
散
の
拠
点
と
し
て
機

能
し
、
和
紙
を
中
心
と
し
た
経
済

活
動
が
進
み
、
商
業
都
市
と
し
て

繁
栄
し
ま
し
た
。
明
治
44
年
（
１

９
１
１
年
）、
上
有
知
町
は
美
濃

紙
に
ち
な
ん
で
「
美
濃
町
」
と
改

名
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
町
は
丘
の
上
に
位
置

す
る
た
め
、
水
害
や
地
震
に
強
い

反
面
、
水
利
に
乏
し
く
一
度
火
災

が
発
生
す
る
と
大
惨
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
最
大
の
防
火
対
策
と
し
て
、
屋
根
の

両
端
に
防
火
壁
（
う
だ
つ
）
を
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
和
紙
で
栄
え
た
豪
商
た
ち

が
富
の
象
徴
と
し
て
（
う
だ
つ
）
で
粋
を

競
い
合
い
、
こ
れ
が
芸
術
的
に
発
展
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

10
月
26
日
吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
議
員
12
名
・
事
務
局
が
出
席
。

　

小
川
和か

ず
ひ
さ久

氏
（
軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト
）

の
「
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
事
故
は

終
わ
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
演
題
で
、

ま
た
、
高
田　

恒
ひ
さ
し

氏
（
全
国
議
長
会

議
会
事
務
総
長
）
の
「
町
村
を
取
り
巻

く
諸
課
題
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で

講
演
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

群
馬
県
町
村
議
会
議
員

 

研
修
会
開
催
さ
れ
る

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
が
生
か
さ

れ
て
い
な
い
、
危
機
管
理
体
制
が
脆
弱
。

「
明
日
へ
の
希
望
を
失
わ
せ
な
い
事
と

国
に
し
か
出
来
な
い
事
は
国
が
や
る
。」

と
い
う
単
純
な
姿
勢
が
重
要
。

　

ま
た
、
自
治
法
改
正
に
伴
う
地
域
主

権
の
拡
充
と
議
会
制
度
改
正
等
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
研
修
し
て
き
ま
し

た
。

　

本
会
議
に
先
立
ち
、
福
祉
作
業
所
の

皆
さ
ん
に
よ
る
、
楽
器
演
奏
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

演奏会の様子演奏会の様子

美濃市うだつの上がる町並み視察美濃市うだつの上がる町並み視察


